
第２回山形県道路メンテナンス会議

日時：平成２６年１０月１０日（金）

１３：３０～１５：３０

場所：山形県自治会館４０１会議室

次 第

１．開会

２．挨拶

３．議事

（１）規約改正について

（２）定期点検要領について

（３）これまでの取組と今後の予定

（４）一括発注について

（５）道路メンテナンス技術相談室について

４．意見交換

５．その他

６．閉会



資料１資料１

定期点検の位置付け



省令、告示、定期点検要領の体系

①省令 告 年 回 近接目視を基本とする点検を規定 健全性 診断結果を 分①省令・告示で、５年に１回、近接目視を基本とする点検を規定、健全性の診断結果を４つに区分。
（トンネル、橋などの構造物に共通）

②市町村における円滑な点検の実施のため、点検方法を具体的に示し、主な変状の着目箇所、
判定事例写真等を加えたものを定期点検要領としてとりまとめ （トンネル 橋などの構造物毎）

法令・定期点検要領の体系

判定事例写真等を加えたものを定期点検要領としてとりまとめ。（トンネル、橋などの構造物毎）

道路法
H25.9.2施行

・維持、点検、措置を講ずることを規定

健全性の診断結果を、４段階に区分
政令

・トンネル、橋その他道路を構成する施設若しくは工作物又は道

路の附属物のうち、損傷、腐食その他の劣化その他の異状が

省令・告示 生じた場合に道路の構造又は交通に大きな支障を及ぼすお

それのあるものについて定期点検を規定

・５年に１回、近接目視を基本として実施

（トンネル、橋などの構造物）

構造物に共通の規定
H26.3.31告示
H26 7 1 施行

・健全性の診断結果を、４段階に区分

定期点検要領
（トンネル、橋などの構造物）・構造物の特性に応じ省令・告示に沿った具体的な点検方法

H26.7.1 施行

各構造物毎に策定・主な変状の着目箇所、判定事例写真等
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道路法の改正 （H25.9.2施行）

＜道路法＞＜道路法＞

■ （道路の維持又は修繕）

第四十二条 道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つように維持し、修繕し、もつて

一般交通に支障を及ぼさないように努めなければならない。

２ 道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要な事項は、政令で定める。

３ 前項の技術的基準は、道路の修繕を効率的に行うための点検に関する基準を含むも

のでなければならない。
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省令・告示の施行、点検要領の通知（道路管理者の義務の明確化）

［点検］ 橋梁（約７０万橋）・トンネル（約１万本）等は、国が定める統一的な基準により、
５年に１度、近接目視による全数監視を実施

道路法施行規則（平成２６年３月３１日公布、７月１日施行） （抄）
（道路の維持又は修繕に関する技術的基準等）

点検は 近接目視により 五年に 回の頻度で行うことを基本とすること

［診断］ 統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施

……点検は、……、近接目視により、五年に一回の頻度で行うことを基本とすること。

トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示（平成２６年３月３１日公布、７月１日施行）

トンネル等の健全性の診断結果については、次の表に掲げるトンネル等の状態に応じ、次の表に掲げる区分に分類する
こと。

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり 早期に措置を講ずべき状態Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態
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近接目視の必要性（その１）

■遠望目視では死角が生じてしまう■遠望目視では死角が生じてしまう

遠望目視での死角 死角となっている箇所で損傷発見目視 角

■ボルトのゆるみ・脱落は遠望目視では発見不可能

支承のアンカーボルトや
高力ボルトの抜け落ち

支承のアンカ ボルトや
取り付けボルトのゆるみ 41-



近接目視の必要性（その２）

■遠望目視では変色部は確認できるが、■遠望目視では変色部は確認できるが、
うき等の有無を確認することは困難

変色部の
打音検査

PCケーブル下面の空隙発見
（PCケーブルの腐食が要因）

打音検査

変色部を確認した際、近接目視であ
れば、触診や打音検査を併用することれば、触診や打音検査を併用すること
によって正確な診断を行うことが可能
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全数点検を行う必要性

■旭高架橋ランプ部（国道6号茨城県日立市）

箱桁ウェブ面のひびわれ

■旭高架橋ランプ部（国道6号茨城県日立市）
架設：2008（平成20）年 損傷確認：2010（平成22）年 （2歳）

■石田大橋（上り）（国道20号東京都国立市）
架設：2007（平成19）年 損傷確認：2008（平成20）年 （1歳）

箱桁内主桁の防食機能の劣化

架設：2007（平成19）年 損傷確認：2008（平成20）年 （1歳）
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今後のスケジュール

省令・告示の施行
（H26.7.1）

定期点検要領
（H26 6 25） 各道路管理者において（H26.6.25）

定期点検業務積算資料（暫定版）

各道路管理者において
点検を実施定期点検業務積算資料（暫定版）

（H26.7.●）

優先順位の考え方

点検を実施

優先順位の考え方
（ H26.7.● ）

実施内容について
道路道路メンテナンス会議
において確認
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資料２資料２

定期点検要領



定期点検要領の対象

今回 省令に基づき点検する施設として 道路トンネル 道路橋 シ ド 大型カルバ今回、省令に基づき点検する施設として、道路トンネル、道路橋、シェッド・大型カルバー
ト等、横断歩道橋、門型標識等について、「定期点検要領」を策定

１．道路トンネル
トンネル本体工及びトンネル内に設置されている附属物を取り付けるための金属類や、

アンカー等。アン 等。

２．道路橋
橋長２．０ｍ以上の橋、高架の道路等。

３．シェッド、大型カルバート等
ロックシェッド、スノーシェッド、大型カルバート 等。

（※）大型カルバートとは、内空に２車線以上の道路を有する程度の規模のカルバートを想定。

（※）

（※）大型カルバ トとは、内空に２車線以上の道路を有する程度の規模のカルバ トを想定。

４．横断歩道橋
横断歩道橋

５．門型標識等
門型支柱（オーバーヘッド式）を有する大型の道路標識及び道路情報提供装置（収集装置
含む）。含む）。
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各種定期点検要領の比較 ～橋梁の例～

各道路管理者による定期点検要領の適用について

①道路橋定期点検要領 ②橋梁定期点検要領 ③各道路管理者独自の要領①道路橋定期点検要領
（H26.6 国土交通省 道路局）

②橋梁定期点検要領
（H26.6 国土交通省 道路局 国道・防災課）

③各道路管理者独自の要領
（策定は任意）

点検頻度 ５年に１回の頻度を基本

点検方法 近接目視を基本。必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を併用

判定の単位
（部材単位毎）

部材単位（上部構造<主桁、横桁、床版>・下

部構造・支承部・その他）毎に、変状の種類
（鋼部材の場合は、腐食、亀裂、破談、その
他）毎に判定を行う。

全部材の最小単位（例：主桁の場合、横桁
間等に仕切られた１本単位）である要素毎、
損傷種類毎に判定を行う。

省令・告示の規定を満足すれ
ば、各道路管理者が必要に
応じて、①より詳細な点検、
記録等の要領を独自に定め
てよい

対策区分の判定
（部材単位毎）

（規定なし） 上記の要素毎、損傷種類毎に、「損傷程度
の評価（a,b,c,d,e）」を行った上で、構造上の

部材単位あるいは部位毎、損傷種類毎に、
「対策区分の判定
（A B C1 C2 E1 E2 M S1 S2）」を行う てよい。（A,B,C1,C2,E1,E2,M,S1,S2）」を行う。

健全性の診断
（部材単位毎）

部材単位毎、変状の種類毎に、Ⅰ～Ⅳの判
定区分により診断する。

（それぞれの区分は、下記構造物単位毎と
同じ）

部材単位毎、損傷の種類毎に、Ⅰ～Ⅳの判
定区分により診断する。

（それぞれの区分は、下記構造物単位毎と
同じ）同じ） 同じ）

健全性の診断
(構造物単位毎）

構造物単位毎に、Ⅰ～Ⅳの判定区分により診断する。
（Ⅰ：健全、Ⅱ：予防保全段階、Ⅲ：早期措置段階、Ⅳ：緊急措置段階）
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メンテナンスサイクルと定期点検要領の構成

定期点検要領の構成メンテナンスサイクルの流れ(H26 4 14道路分科会提言より）

点 検

橋梁、トンネル等については、国が定める統一的な基準によって、

定期点検要領の構成

〈項 目〉

メンテナンスサイクルの流れ(H26.4.14道路分科会提言より）

橋梁、トンネル等については、国が定める統 的な基準によって、
５年に１度、近接目視による全数監視を実施。

診 断

適用範囲

定期点検の頻度

〃 の方法

全国の橋梁等の健全度を把握し比較できるよう、統一的な尺度で
健全度の判定区分を設定し、診断を実施。

診 断 〃 の方法

〃 の体制

健全性の診断
部材単位

措 置

・部材単位
・構造物単位

措置

記 録

点検・診断結果に基づき、損傷の原因、施設に求められる機能、
ライフサイクルコスト等を考慮し、計画的に修繕を実施。

記録

（参考）

点検における主な着記 録

メンテナンスサイクルが定着するよう、全道路管理者の点検・診断・
措置の結果をとりまとめ、国等が評価するとともに公表し、「見える
化」を図る

点検における主な着
目点
点検表記録様式

化」を図る。
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定期点検要領の概要（その１）

１．適用範囲

（橋梁の例）

本要領は、道路法第２条第１項に規定する道路における橋長２.０m以上の橋、高架の道路等
(以下「道路橋」という)の定期点検に適用する。

２．定期点検の頻度
定期点検は、５年に１回の頻度で実施することを基本とする。定期点検は、５年に１回の頻度で実施する とを基本とする。

３．定期点検の方法

定期点検は 近接目視（※）により行う とを基本とする定期点検は、近接目視（※）により行うことを基本とする。
また、必要に応じて触診や打音等の非破壊検査等を併用して行う。

（※近接目視：肉眼により部材の変状等の状態を把握し評価が行える距離まで接近して目視
を行うことを想定している ）を行うことを想定している。）

４．定期点検の体制

道路橋の定期点検を適正に行うために必要な知識及び技能を有する者がこれを行う。
42-



定期点検要領の概要（その２）

５．健全性の診断

定期点検では、部材単位の健全性の診断と道路橋毎の健全性の診断を行う。

＜診断の手順＞

部材単位の健全性の診断

（判定の単位）

上部構造
下部構造 支承部 その他

主桁 横桁 床版

変状 種類

材料の種類 変状の種類

鋼部材 腐食 亀裂 破断 その他

（変状の種類）

鋼部材 腐食、亀裂、破断、その他

コンクリート部材 ひびわれ、床版ひびわれ、その他

その他 支承の機能障害、その他

道路橋毎の健全性の診断 52-



（参考）健全性の診断の手順（橋梁）（その１）

市町村における円滑な点検の実施のため 主な変状の着目箇所 判定事例写真等を加市町村における円滑な点検の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加
えたものを付録に記載

橋 梁

部材単位の健全性の診断 ［主な変状の着目箇所］

部材単位に健全性を診断したのち、道路橋全体としての健全性を診断

橋 梁

 ⑦排水装置の近傍

［判定の単位］
・上部構造
（主桁 横桁 床版）

（例）鋼鈑桁橋
ガセットプレート

⑪路面

コンクリート床版

端対傾構

対傾構 

（主桁、横桁、床版）
・下部構造
・支承部
・その他

⑧車道直上部 

⑤主桁の格点部

①桁端部

［変状の種類］
・鋼：腐食、亀裂、破断等
・コンクリート：ひびわれ ［判定事例写真］

④継手部（連結板、ボルト、ナット） 

⑤主桁の格点部

(橋台)
垂直補剛材

主桁

水平補剛材
(車道部)

コンクリ ト：ひびわれ、
床版ひびわれ等

・その他：支承の機能障害等

［判定事例写真］
（例）腐食

(橋台)

道路橋毎の健全性の診断
判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ 62-



（参考）健全性の診断の手順（橋梁）（その２）

点検に当たっての「主な着目箇所」と「着目ポイント」を図解も用いて記載

（例）鋼橋の一般的な構造と主な着目点

点検に当たっての「主な着目箇所」と「着目ポイント」を図解も用いて記載
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（参考）健全性の診断の手順（橋梁）（その３）

部材単位での健全性の診断を行う場合の参考となるよう 典型的な変状例に対して 判部材単位での健全性の診断を行う場合の参考となるよう、典型的な変状例に対して、判
定にあたって考慮すべき事項の例及び判定事例写真を記載

(判定区分Ⅱ)

(判定区分Ⅲ)
例

母材の板厚減少はほとんど生じてい

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい状態。
（予防保全段階）

鋼部材の損傷 ①腐食 １／４

鋼部材の損傷 ①腐食 ２／４

(判定区分Ⅲ)

(判定区分Ⅱ)

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講
ずることが望ましい状態。
（予防保全段階）

１／４コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ

(判定区分Ⅳ)

例

　

橋全体の耐荷力への影響は少ないも
のの、局部で著しい腐食が進行しつ
つあり、放置すると影響の拡大が確
実と見込まれる場合

母材の板厚減少はほとんど生じてい
ないものの、広範囲に防食被膜が劣
化が進行しつつあり、放置すると全
体に深刻な腐食が拡がると見込まれ
る場合

例

主部材に、広がりのある顕著な腐食
が生じており、局部的に明確な板厚
減少が確認でき、断面欠損に至ると
構造安全性が損なわれる可能性があ
る場合

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状
態。
（早期措置段階）

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、
緊急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

３／４鋼部材の損傷 ①腐食

(判定区分Ⅳ)

例

例

近接目視で容易に視認できるひびわれ
があるものの、進展する可能性が低い
と考えられ場合
例えば、
・応力の繰り返し変動がないか小さい
位置
・雨水の侵入による内部鋼材の腐食に
至る可能性がないか、低いと考えられ
る位置・性状

目視で容易に視認できる顕著なひびわ
れがあり、放置すると雨水の内部への
侵入などにより確実に劣化が進展する

例

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状
態。
（早期措置段階）

２／４コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ

近接目視で容易に視認できるひびわれが
あり、内部の鉄筋やPC鋼材の腐食が進行
している場合

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、
緊急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

３／４コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ

例
耐候性鋼材で、主部材に顕著な板厚
減少は生じていないものの、明らか
な異常腐食の発生がみられ、放置し
ても改善が見込めない場合

例

例

支承部や支点部の主桁に、明らかな
板厚減少を伴う著しい腐食がある場
合

耐候性鋼材で 明らかな異常腐食が

例

例

ゲルバー桁の受け梁など、構造上重
要な位置に腐食による明らかな断面
欠損が生じている場合

トラス橋やアーチ橋で、その斜材・
支柱・吊材、弦材などの、主部材に
明らかな断面欠損や著しい板厚減少
がある場合

　

例
目視で容易に視認できる顕著なひびわ
れがあり、放置すると雨水の内部への
侵入などにより確実に劣化が進展する
ことが見込まれる場合

侵入などにより確実に劣化が進展する
ことが見込まれる場合

例

例

PC橋 桁端部 定着部 内部鋼材 腐食

桁に多数のひびわれ、剥離・鉄筋露出が
生じており、内部鋼材の腐食が広範囲で
進行している場合

例

例

主部材に多数のひびわれが生じてお
り、各所で内部鋼材の破断が生じてい

（緊急措置段階）

主桁の支点部近傍に顕著なひびわれが
生じており、支承部としての機能も著
しく低下している場合

例

備考
■腐食環境（塩分の影響の有無、雨水の滞留や漏水の影響の有無、高湿度状態

頻度など） 腐食速度は大きく異なる とを考慮 なければならな

塗装部材で、主部材に顕著な板厚減
少には至っていないものの、放置す
ると漏水等による急速な塗装の劣化
や腐食の拡大の可能性がある場合

例

耐候性鋼材で、明らかな異常腐食が
生じており、拡がりのある板厚減少
が生じている場合

漏水や滞水によって、主部材の広範
囲に激しい腐食が拡がっている場合

例

主部材の広範囲に著しい板厚減少が
生じている場合

（所要の耐荷力が既に失われている
ことがある）

がある場合
（大型車の輪荷重の影響によっても
突然破断することがある）

例
目視で容易に視認できる顕著なひびわ
れがあり、上側からの桁内への雨水の
侵入も疑われるなどにより、確実に劣
化が進展することが見込まれる場合

備考

例

近接目視で容易に視認できるひびわれが
あり、顕著な漏水が継続しているなどに
より、急速に劣化が進展すると見込まれ
る場合

PC橋の桁端部の定着部で内部鋼材の腐食
が疑われる顕著なひびわれが多発してい
る場合

例

り、各所で内部鋼材の破断が生じて
ると考えられる場合

主部材の受梁など、その破壊が落橋に
直接つながる部位で、顕著なひびわれ
が生じている場合

の頻度など）によって、腐食速度は大きく異なることを考慮しなければならな
い。
■次回点検までに予防保全的措置を行うことが明らかに合理的となる場合が該
当する。

備考

■腐食の場合、広範囲に一定以上の板厚減少が生じたり、局部的であっても主部材
の重要な箇所で断面欠損が生じると部材の耐荷力が低下していることがある。
■桁内や箱断面部材の内部に漏水や滞水を生じると、広範囲に激しい腐食が生じる
ことがあり、特に凍結防止剤を含む侵入水は腐食を激しく促進する。

例

備考

■腐食の場合、板厚減少や断面欠損の状況によっては、既に耐荷力が低下して

支点部などの応力集中部位で明らか
な断面欠損が生じている場合

（地震などの大きな外力によって崩
壊する可能性がある）

■ひび割れの進展によって、耐荷力に重大な影響を及ぼす可能性がある部位に
発生している場合は、進展性について慎重に判断しなければならない。（例え
ば、張出し部材の付け根、せん断ひびわれ、部材貫通の疑い）

備考

備考

■ひび割れの進展によって、耐荷力に重大な影響を及ぼす可能性がある部位に
発生している場合は、要詳細調査またはⅣと評価しなければならない（例え
ば、張出し部材の付け根、せん断ひびわれ、部材貫通の疑い）。

例

下部工の梁や柱に顕著なひびわれが生
じており、進展すると落橋する可能性
も疑われる場合

備考

（例）部材：鋼部材の損傷、変状：腐食
82-

おり、大型車の輪荷重の通行、地震等の大きな外力の作用に対して、所要の性
能が発揮できない状態となっていることがある。

（例）部材：コンクリート部材の損傷、変状：ひび割れ

■ひびわれの原因や部材への影響が容易に判断できない場合には、詳細調査を
行う必要がある。



（参考）健全性の診断の手順（トンネル）

変状等の健全性の診断をしたのち、覆工スパン単位、トンネル全体としての健全性を診断

ト ン ネ ル

変状等の健全性の診断 ［主な着目箇所や変状（うき・はく離の例）］

［判定の単位］
覆工コンクリ ト

ブロック化したひび割れ 剥落部の鉄筋露出

・覆工コンクリート
（変状、覆工スパン）

・附属物

剥落し 鉄筋が露出

］［変状の種類］
・コンクリート：変形、ひびわれ

うき はく離 漏水
たたき落とせた箇所

濁音があるが、たたき落とせない箇所

剥落し、鉄筋が露出

うき・はく離、漏水
・鋼：腐食等
・その他：附属物の取付状態

［判定事例写真（うき・はく離の例）］

トンネル毎の健全性の診断 判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ分 分
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（参考）健全性の診断の手順（シェッド、大型カルバート等）

［主な着目箇所］

部材単位の健全性を診断したのち、施設全体としての健全性を診断

シェッド、大型カルバート等

［判定の単位］
<ロックシェッド・スノーシェッド>

部材単位の健全性の診断

主梁支間中央部

主梁間詰め部

［主な着目箇所］
（例）逆L型PCロックシェッド

ックシ ッド ス シ ッド
・上部構造
（主桁、横梁、頂版、壁・柱）

・下部構造（受台、谷側基礎）
支承部 その他

主梁支間中央部

横梁部

・支承部 ・その他
<大型カルバート>
・カルバート本体、継手、
ウィング

［変状の種類］
・鋼：腐食、亀裂、破断等
・コンクリート：ひびわれ等

ウィ グ

主梁山側端部
谷側柱部

・その他：支承の機能障害
継手の機能障害等

シェッドまたは

［判定事例写真］
（例）コンクリート部材

のひびわれシェッドまたは
大型カルバート等毎の健全性

の診断
判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ
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横 歩道橋

道橋（参考）健全性の診断の手順（横断歩道橋）

部材単位の健全性の診断

部材単位の健全性を診断したのち、施設全体としての健全性を診断

横断歩道橋

［主な着目箇所］

 

上部構造‐デッキプレート形式②

部材単位の健全性の診断

［判定の単位］

［主な着目箇所］
（例）上部構造-デッキプレート形式

主桁（ウェブ）
(部材記号：A)

添接板
(部材記号：B)主桁

(SPmg)

添接板
(SPpl)

・上部構造(主桁、横桁、床版等）
・下部構造
・階段部
・その他

主桁 添接板

デッキプレート
(部材記号：F)

横桁
(部材記号：D)

垂直補剛材
(部材記号：C)

主桁(下フランジ)
(部材記号：A)

主桁(下フランジ)
(部材記号：A)

(SPmg)
デッキプレート

(SPds)

主桁
(SPmg)

主桁
(SPmg)

垂直補剛材
(SPvs) 横桁

(SPcr)［変状の種類］
鋼 き裂 破断

その他

主桁 垂直補剛材

デッキプレート

横桁
主桁

・鋼：き裂、破断、
変形・欠損・摩耗等

・コンクリート：ひびわれ
床版ひびわれ等床版ひびわれ等

・その他：支承の機能障害等 ［判定事例写真］
（例）腐食

 

横断歩道橋毎の健全性の診断
判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ

112-



標

（参考）健全性の診断の手順（門型標識等）

部材単位の健全性の診断

部材単位の健全性を診断したのち、施設全体としての健全性を診断

門型標識等

［主な着目箇所］部材単位の健全性の診断

［判定の単位］
<門型式道路標識

横梁仕口溶接部

横梁本体 標識板および標識板取付部

［主な着目箇所］
（例）門型式道路標識

及び道路情報提供装置>
・支柱
・横梁
標識板又は道路情報板

横梁継手部

支柱継手部 横梁トラス本体

横梁トラス溶接部横梁取付部・標識板又は道路情報板
・基礎
・その他

支柱内部

支柱本体

横梁トラス溶接部横梁取付部

［変状の種類の例］
・鋼：き裂、破断、

変形・欠損・摩耗等

電気設備用開口部
電気設備用開口部ボルト部

変形 欠損 摩耗等
・コンクリート：ひびわれ等 ［判定事例写真］

（例）腐食

門型標識等毎の健全性の診断
判定区分Ⅱ 判定区分Ⅲ 判定区分Ⅳ
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定期点検要領の概要（その３）

６．措置

部材単位の健全性の診断結果に基づき 道路の効率的な維持及び修繕が図られるよう部材単位の健全性の診断結果に基づき、道路の効率的な維持及び修繕が図られるよう、
必要な措置を講ずる。

７．記録

定期点検及び健全性の診断の結果並びに措置の内容等を記録し、当該道路橋が利用さ定期点検及び健全性の診断の結果並びに措置の内容等を記録し、当該道路橋が利用さ
れている期間中は、これを保存する。
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（参考）点検表記録様式（橋梁）（その１）

点検表記録様式には 諸元 変状のあった部材の診断結果 橋全体の診断結果 写点検表記録様式には、諸元、変状のあった部材の診断結果、橋全体の診断結果、写
真 （全景と変状箇所）を記載
より詳細な項目を記録する場合は 橋梁定期点検要領（平成26年6月国土交通省道路

局国道 防災課）などを参考に適宜追加可能局国道・防災課）などを参考に適宜追加可能
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（参考）点検表記録様式（橋梁）（その２）

状況写真 変状箇所の写真 部材単位の判定区分を記録状況写真 変状箇所の写真、部材単位の判定区分を記録
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地方公共団体を対象とした研修の充実

メンテナンス体制を強化するため 地方公共団体の職員が参考可能な研修を充実

○地方公共団体の技術力が不十分

現状の問題点

メンテナンス体制を強化するため、地方公共団体の職員が参考可能な研修を充実

○地方公共団体の技術力が不十分
○研修のカリキュラムが体系化されていない（地方整備局等が各々実施）
○現在、技術事務所等において年間約４００人を対象に研修を実施しているが、

地方公共団体からは更なる実施を求める声がある。

（参考）国に求める支援内容
橋梁、トンネルの維持管理に関する研修について、
初級 中級 特論の３段階を準備し 研修を実施

今後の研修の概要

地方公共団体からは更なる実施を求める声がある。

（参考）国に求める支援内容初級、中級、特論の３段階を準備し、研修を実施
（初級）各地方整備局技術事務所において、実務的な点検

の実施に重点を置いた研修を実施。地方公共団体
の受け入れ枠は 1000人×5年間を確保

〔市区町村〕

86%
100%

の受け入れ枠は、1000人×5年間を確保

（中級）国土交通大学校において、直轄国道の点検・修繕
等が実施できるレベルの研修を実施

28%

48%

24%

58%

38%

1%
20%

40%

60%

80%

（特論）国土交通大学校において、疲労、塩害、アルカリ
骨材反応などの特殊現象について、その発生や対
応を理論を含めて研修を実施

1%
0%

国におけ

る技術的

助言・支援

を実施す

る体制の

充実

講習会・

研修会の

実施

専門家の

斡旋、派

遣及び助

言

社会資本

整備総合

交付金等

による財

政支援

点検・計

画策定等

の積算基

準（歩掛）

の整備

点検マ

ニュアル

類の整備

その他

応を理論を含めて研修を実施

出典：道路局調べ（H24.7）

充実

※ 複数回答有（有効回答数１，６３０）
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※初級研修は８月より順次開始予定。
各地方公共団体には整備局より今後参加募集を行う予定。



（参考）主な意見・質問と考え方（その１）
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（参考）主な意見・質問と考え方（その２）
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（参考）主な意見・質問と考え方（その３）
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（参考）主な意見・質問と考え方（その４）
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■山形県道路メンテナンス会議におけるこれまでの取組と今後の予定

これまでの取組

取組内容 開催日 開催場所 参加者等 備考

７月１日
～７月１３日

道の駅
いいで

Ｐ２

７月１５日
～７月２１日

道の駅
あつみ

７月２３日
～８月 １日

道の駅
むらやま

８月１８日
～８月２９日

県庁１階ロビー

老朽化対策「パネル展示」
６月２４日

～７月 ４日
鶴岡市役所

７月７日
～７月１８日

庄内町
文化創造館響ホール

７月２２日
～８月 １日

酒田市役所

８月４日
～８月１８日

遊佐町役場

８月２２日
～９月 ７日

三川町
イオンモ－ル三川

橋梁長寿命化総合研修
（点検編）

８月６日
～８月 ７日

新庄会場
天童会場

延べ１７２名 Ｐ３

高校生による橋梁点検
体験実習

１０月７日
国道7号 新井田川橋

（酒田市内）
１０名

今後の予定

取組内容 開催日 開催場所 参加者等 備考

橋の老朽化対策現場
特別見学会

１０月２５日
山形・寒河江市内

３橋梁
６０名募集

Ｐ６

橋梁長寿命化研修
～概説編・設計編～

１１月 ６日
山形市 山形県高度技術
研究開発センター

１６０名
（見込み）

資料－３
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老朽化対策パネル展を開催しました

道路施設の現状や課題等を広く皆様にご理解いただくことを目的に、道の駅
ほかでパネル展を開催しました。

◆展示パネルの主な内容
・道路施設の老朽化の現状（東北管内の事例）
・橋の重大損傷事例（東北管内の事例）
・長寿命化計画
・新技術の活用
・地方公共団体への支援

山形県道路メンテナンス会議

▲「道の駅」いいで（7/1～7/13）の開催状況

▲酒田市役所（7/22～8/1）の開催状況

Ａ１パネル２２枚

▲「道の駅」あつみ（7/15～7/21）の開催状況

▲「道の駅」むらやま（7/23～8/1）の開催状況

P2



橋梁長寿命化総合研修（点検編）を開催しました
～～点検研修を通じて橋梁保全の技術力向上～～

平成２６年８月６日～７日の２日間にわたり、山形県内の市町村職員など点検技術者
を対象に、県内２会場において山形県橋梁点検要領などを学ぶ「座学研修」と、
リフト車などを使用した近接目視や打音による橋梁点検技術を学ぶ「現場研修」を実
施しました。

橋梁等の点検は近接目視により５年に１回の頻度
を基本とする、「道路法施行規則の一部を改正
する省令 ほか」が７月１日より施行されました。
また、５月３０日に、道路インフラの予防保全、

老朽化対策の取り組みに対する体制強化を図る
ため、山形県内の道路管理者からなる
「山形県道路メンテナンス会議」を発足し、
道路施設の老朽化対策に取り組んでおります。

その一環として、橋梁の老朽化対策と長寿命化に必要不可欠な知識の習得と点検技
術力向上を目的に『橋梁長寿命化総合研修〔点検編〕』を実施したものです。

■参 加 者：県・市町村担当職員、公益財団法人建設技術センター職員 ６６名
測量・コンサルタント会社 １０６名 合計１７２名

■主 催：山形県道路メンテナンス会議の構成機関である国・県・市町村と、公益財団法人建設技術
センターの共同

■月日・会場：【新庄会場】 平成26年8月6日(水)
（座学研修） 最上総合支庁講堂（新庄市金沢字大道上2034）
（現場研修）一般国道47号本合海大橋

【天童会場】 平成26年8月7日(木)
（座学研修）天童市健康センター2Ｆ健康ホール（天童市駅西5-2-2）
（現場研修）一般国道13号天童大橋

■座学研修内容：道路法関係法令の改正内容、山形県道路橋点検要領の改定内容等

▲山形県大津補佐による研修主旨説明 ▲山形県点検要領改訂の説明 ▲会場内の様子

○研修の様子

山形県道路メンテナンス会議
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橋梁長寿命化総合研修（点検編）を開催しました
～～点検研修を通じて橋梁保全の技術力向上～～

■現場研修：①一般国道４７号 「本合海大橋 （もとあいかいおおはし）」 ※国管理
橋長407.8m、幅員10.0m(2車線)、点検箇所の橋梁形式＝連続鋼非合成鈑桁橋
竣工1971（S46）年、築43年経過

②一般国道13号 「天童大橋 上り （てんどうおおはし のぼり）」 ※国管理
橋長230.1m、幅員11.8m(2車線)、橋梁形式＝連続単純ＰＣポステンＴ桁橋

竣工1968（S43）年、築46年経過

■研修内容：①点検ハンマーを使用した打音による下部工・床版・桁・橋面の点検
②近接目視による橋台などのひび割れ状況確認
③近接目視による桁端部や支承等の腐食状況等確認

▲下部工の打音による点検状況

▲下部工のひび割れ状況確認 ▲桁端部の腐食状況確認

①一般国道４７号 「本合海大橋（もとあいかいおおはし）」 研修の様子

②一般国道13号 「天童大橋 上り （てんどうおおはし のぼり）」 研修の様子

▲床版の打音による点検状況

▲橋面の打音による点検状況 ▲桁端部の腐食状況確認

▲下部工の打音による点検状況

▲下部工のひび割れ幅測定状況

▲桁の打音による点検状況

▲大場副所長による研修主旨説明

▲床版の打音による点検状況

▲赤平保全官による講評

山形県道路メンテナンス会議
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橋梁長寿命化総合研修（点検編）を開催しました
～～点検研修を通じて橋梁保全の技術力向上～～

■アンケート結果

山形県道路メンテナンス会議

＜良かった点＞
・国交省のご協力で丁寧に教えていただいた
・実際に作業手順を教えて頂いたので、このような研
修会は継続願いたい
・近接目視を体験でき、わかりやすかった（３人）
・損傷箇所を間近で確認することができ説明も詳細
に聞けたこと
・実際に点検することでより理解度が高まった（３人）
・誘導や階段の設置で安全に研修ができました
・点検について再確認の意味で良かった（３人）
・現場研修がよくわかって良かった
・各所々に丁寧な説明があり、理解しやすかった
・新山形県要領について理解を深められたこと
・国交省の点検のやり方を確認できた

＜改善してほしい点＞
・4・5人で回れるともっと最高

・道路管理
・トンネル
・橋梁及び橋梁点検についての初級編を開催してほ
しい
・定期的なスキルアップ講習（橋梁診断など）
・今回のような現場もある研修を希望します
・橋梁の設計に関する研修を希望します

＜今後、希望する研修・講習＞

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

※市町村担当職員を対象

P5



橋の老朽化対策現場特別見学会
平成26年10月25日(土) 8:30～12:30

■山形県道路メンテナンス会議における今後の取組み

【概要】
◆集合場所：山形県村山総合支庁 本庁舎

※集合場所からは、バスに乗り換え見学場所へ移動
◆参加対象：中学生以上の一般の方 ６０名まで
◆見学場所と内容

健全な橋 ： 国道13号 大野目高架橋
老朽化現場： 国道287号簗瀬橋
補修現場 ： 国道13号 楯山橋

老朽化の原因などについて現地でご説明するほか、老朽化部分の
打音体験や直接触るなどの体験

橋梁長寿命化研修～概説編・設計編～
平成26年11月6日(木) 9:30～17:00 

【概要】
◆会 場 ：山形市 山形県高度技術研究開発センター
◆主 催 ：一般社団法人山形県測量設計業協会・山形県
◆共 催 ：山形県道路メンテナンス会議 ほか

１）道路老朽化対策―道路法改正の背景と課題について（仮題）
(講師)一般財団法人橋梁調査会 専務理事 西川 和廣 氏

２）橋梁長寿命化対策の実践に向けて（仮題）
(講師) 東北大学大学院

インフラマネジメント研究センター長 久田 真 氏
３）現場研修
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地域単位での点検業務の一括発注等の実施 
資料４ 

（点検業務等の一括発注のイメージ） 

出典：平成２７年度道路関係予算概算要求概要 
     平成２６年８月国土交通省道路局、都市局 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県技術 
センター 

市町村 

《東北地方整備局》 
道路部 022-225-2171（代表） 

高度な技術を 
要するもの 

支援 

 東北地方整備局道路部では、道路施設の点検や保全関係の技術的課題に係る自治体から
の疑問や相談に対応する窓口として、『道路メンテナンス技術相談室』を設置しております。   
 東北技術事務所や県と連携し、市町村への技術的・財政的（交付金等）支援を行っていきます。 

道
路
メ
ン
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ナ
ン
ス 

技
術
相
談
室 

 
 
 
 
 
 
 
 

〔相談窓口・財政的支援〕 

室長：簾内地域道路調整官 
内4118 

赤森地域道路課 
課 長 
内4611 

高橋地域道路課 
課長補佐 
内4612 

 
 
 
 
 
 
 
 

副室長：浜岡道路保全企画官 
内4121 

橋梁担当 
赤平保全官 

内4123 

舗装/トンネル担当 
前田保全官 

内4124 

土工構造物/附属物担当 
阿部保全官 

内4122 

八鍬道路保全企画係長 
内4446 

〔 技術的支援総括〕 
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相談 
支 
援 

支援目的 
内容   

支援 

相談 

総点検、定
期点検促進 

連
携 

【技術的支援】 
東北技術事務所 

 
 
 
 
 

022-365-8211 （代表） 

国総研 
CAESAR 

高度な技術を 
要するもの 

橋梁保全技術チーム 
舗装保全技術チーム 

トンネル保全技術チーム 
Ｃｏ構造物品質向上支援チーム 

技 
術 
的 
支 
援 

連携 

連携 

相
談 
 予防保全、

修繕に係る
技術的課題
の解決 

『道路メンテナンス技術相談室』 

 
『道路メンテナンス技術相談室』 

（交付金等） 

菅原事業係長 
内4626 

荒谷専門員 
内4627 

河川国道事務所 

相談 連
携 

道路構造保全官 

相談 支援 



○点検業務・修繕工事の適正な積算基準を設定

○点検・診断の知識・技能・実務経験を有する技術者確保の
ための資格制度

○産学官によるメンテナンス技術の戦略的な技術開発を推進

○都道府県ごとに『道路メンテナンス会議』を設置

○メンテナンス業務の地域一括発注や複数年契約を実施

○社会的に影響の大きな路線の施設等について、国の職員
等から構成される『道路メンテナンス技術集団』による『直轄
診断』を実施

○重要性、緊急性の高い橋梁等は、必要に応じて、国や高速
会社等が点検や修繕等を代行（跨道橋等）

○地方公共団体の職員・民間企業の社員も対象とした研修の
充実

（高速）○高速道路更新事業の財源確保 （通常国会に法改
正案提出）

（直轄）○点検、修繕予算は最優先で確保

（地方）○複数年にわたり集中的に実施する大規模修繕・更新
に対して支援する補助制度

（１）メンテナンスサイクルを確定（道路管理者の 義務 の明確化）

（２）メンテナンスサイクルを回す仕組みを構築 支援

[

予

算

]
[

技

術

]

（大臣レク資料案）
1/31 26:00「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」を踏まえた動き

各道路管理者の責任でメンテナンスサイクルを実施

[

体

制

]
[

国
民
の

理
解
・協
働]

○老朽化の現状や対策について、国民の理解と協働の取組
みを推進

メンテナンスサイクルを持続的に回す以下の仕組みを構築
○改正道路法成立（5/29）

○直轄事業において優先的に老朽化対策の予算要求

（3,262億円 対前年度比1.22倍）

○補助制度の検討

○省令・告示施行（7/1） （ ５年に１回、近接目視を規定）

○「定期点検要領」の通知（6/24）。説明会開催

○各県に道路メンテナンス会議設置

→地域一括発注の意向確認・対応
今後５年間の点検計画策定
緊急輸送道路上の跨道橋・跨線橋の点検推進
等

○要望を受け、『直轄診断』の実施
診断結果を踏まえ、緊急性・難易度が高いものについて
『修繕代行』（H27～）

○地方公共団体向けの研修開催（9月～）

○橋梁とトンネルの点検・診断技術者に対し、民間資格を大
臣認定。

○非破壊検査技術の試行及びモニタリング技術の適用性の
検証（秋～）

○パネル展、現地見学会開催
】

＜提言内容＞ ＜実施中の内容と今後の予定＞

資料６

82770018
長方形
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